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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、LIMモチーフとSrc相同領域3のドメインを特徴とするLIMタンパク質サブファミリーのメンバー、およびアクチン結合タンパク質のネブリンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はcAMPおよびcGMP依存性シグナル伝達タンパク質であり、細胞膜の突出部でアクチン細胞骨格に結合します。コードされているタンパク質は、転移性乳がん、B細胞リンパ腫などの造血腫瘍、および大腸がんとの関連が報告されています。[RefSeq提供、2012年10月]、機能：アクチンを基盤とした動的な細胞骨格活性の制御において重要な役割を果たします。 LASP1 リン酸化のアゴニスト依存性変化は、壁細胞だけでなく、他の特定の F-アクチンに富む分泌上皮細胞型においても、アクチン関連イオン輸送活性を制御する役割を果たす可能性がある。,PTM: リン酸化。,類似性: 1 つの LIM 亜鉛結合ドメインを含む。,類似性: 1 つの SH3 ドメインを含む。,類似性: 2 つのネブリン反復を含む。,細胞内位置: F-アクチンに富む皮質細胞骨格に関連。,サブユニット: F-アクチンと相互作用する。,
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	LASP-1ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。

